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フォルテ・デイ・マルミ   
Forte dei Marmi

　フィレンツェが州都のトスカーナ州は、地中

海最大級のビーチリゾートがある事で世界に

知られている。フィレンツェから西に約1時間

程車で走ってティレニア海（地中海の一部）に

出た一帯には広大なビーチが広がっている。

ビーチの延長は何と46kmにもなるという。

特筆すべきは砂のビーチがただ延 と々続い

ているのでは無く、奥行きのあるビーチは幅

約100m程毎に区切られ、それぞれが一つの

海浜リゾートクラブとなっている事だ。カフェ

ありリストランテ、プールにシャワー、ナイトラ

イフも楽しめるクラブやディスコ等じつに充

実している。それらのビーチクラブが46km

の間に数百と続く様は壮観である。ビーチに

沿ってホテルやショップ、バーやジェラテリア、

トラットリアの数も非常に多いので、アフター

ビーチでの散策や買物が大いに楽しめる。

　その一角にフォルテ・デイ・マルミという

素敵な街がある。一帯のビーチリゾートで最

もエレガントなこの街はヨーロッパではよく

知られている。余談になるが、ファッション

ブランドのグッチやエルメス等が地中海の

特別なご当地グッズを出す事がある。その時

に取り上げられる海浜リゾートが南仏のサン

トロペ、リビエラのポルトフィーノ、サルデー

ニャ島のポルトチェルボだが、その一つに

フォルテ・デイ・マルミも含まれている。街

には木造二階建の小粋なショップが立ち並

んでいて、ショッピングには心踊る。また近く

ン・ピエトロ大聖堂のミケランジェロの最高

傑作ピエタ像もこの石が使われたという。街

のあちこちには純白の大理石のベンチやオ

ブジェがさり気なく街に溶け込んでいる。こ

の街を散策すると古代ローマやルネッサン

ス時代に思いが巡る。

　フォルテ・デイ・マルミから少し内陸に入っ

たところがカッラーラ砕石場だ。『007 慰め

の報酬』では映画の冒頭、ダニエル・クレイ

グ演ずるジェイムズ・ボンド運転のアストン

でのカーチェイスが繰り広げられたのは、こ

のカッラーラの採石場だった。その後トス

カーナのシエナの街に車を乗り入れるシーン

へと続く。

スーパーヨット造船所CCN訪問

　スーパーヨットビルダーのCCNはフォル

テ・デイ・マルミから砕石場へと向かう途中

に位置している。造船所の周りにはカッラー

ラ大理石を扱う会社も多く、大きな大理石の

キュービックが積み上げられた工場を通り過

ぎて巨大なCCNの建屋に到着。ゲートのイン

ターフォンで名前を告げると、スケールモデ

ルが飾られたプレゼンルームに通され、プロ

ジェクターの映像でプロダクト艇のプレゼン

を受ける。

　CCNが製造するプロダクト艇の、86、102

フィートのFRP製スポーティング・フライイン

グブリッジは、サーフェスドライブ装着で最高

速40ノットを誇る。セミカスタムのアルミ艇

は、90、115、137フィートのラインナップがあ

る。近年はアルミ製オーシャンゴーイングのカ

スタムヨットビルダーとしても躍進していて、

昨年は130、150、165フィートも建造してい

る。巡航12ノットで5,400ナウティカマイルの

ロングレンジを達成している。

　造船所建屋に移動すると、巨大な何艇も

の建造中ハルから溶接の火花が散ってい

た。その中の1艇は92フィートの高速スポー

ティングフライである。Studio Spadolini デ

ザインの流線型の船体にMAN 1,900hp 3基

掛け、Kamewa製ウォータージェット2基に

1基のブースターで40ノットを叩き出す。建

造中の足場の間から垣間見えるウォーター

の漁港から水揚げされる新鮮な魚介を使っ

た極上の食にも巡り会える。

　街の半径500m以内に10以上のミシュラ

ンガイドとガンベロロッソに掲載されている

リストランテがあり、その内の4ヵ所が星付き

である。周辺の街を加えるとその数限りなく、

この地域が如何に食のリゾートとして充実し

ていることかがわかるというものだ。ミシュラ

ンの星付きが全てとは言わないが、まあこれ

ほどの星付きの店が集積しているリゾートは

珍しい。その中でも「ロレンツォ（Lorenzo）」

の美しい前菜と名物の姫アサリのスパゲッ

ティーニは忘れられない一皿である。一皿に

数百個は入っていると思われる極小のアサリ

はこの辺りの名物である。

　ミシュラン付きでなくても、素晴らしい魚介

を食べさせるトラットリアやオステリアも数多

くある。「ペッシェ・バラッカ（Pesce Baracca）」

は店頭にその日に入荷した魚介が山積みされ

ているから、選んで調理して貰える。価格も

リーズナブル、魚介のフリットとカチュッコ（魚

介のブイヤベース）が絶品だ。

　ある夏、フォルテ・デイ・マルミの街から

見た山々の一部が白いのに驚いた。雪と紛

うばかりなのだが、実は大理石の砕石場な

のだ。かの有名な世界で最も白いと言われ

るカッラーラ大理石が陽光に照らされ白く輝

いていたという訳である。ヴァチカン市国サ

ジェットの大きな開口部が眼前に迫り迫力満

点である。

　超名門イタリアンスーパーヨット造船所の

バリエット（Baglietto）と、近年復活したアメ

リカのバートラム（Bertram）を傘下に持つイ

タリアのコングロマリットであるガヴィオグ

ループ（Gavio Group）に、CCNも属している。

豊富な資金を背景に世界中からスーパーヨッ

トのオーダーを受け、生産はフル回転の様だ。

　2008年のリーマンショック以来、イタリアン

ビルダーも他の産業同様苦難の時を過ごした

というが、再編されたイタリアのビルダーは漸

く勢いを増し再び世界をリードしている。い

ずれにせよ世界最高の品質、デザイン、生産

量を誇るイタリアンビルダーが益々活気を帯

び、素晴らしい艇を生み出し続けて欲しいと

思うのは僕だけでは無いだろう。 P.B.

フォルテ・デイ・マルミの街からは、
夏でも雪山と見紛うばかりの大理石採
掘場の真っ白な山肌を望む事ができ
る。街のあちこちににはビアンコ・カ
ッラーラ大理石でできた彫刻やベンチ
やプランターがさりげなく置かれ、街
の雰囲気を優雅で格調高いものにする
のに一役かっている。

海岸通りの「ペッシェ・バラッカ」の店頭に並んだ近海物の豊富な魚介類。威勢のいいお兄ちゃんとあれ
これ言いながら料理を決めるのが楽しい。「ロレンツォ」のホタテとキャビア、小粒のムール貝のにんに
くオーブン焼きのそれぞれの一皿は、見た目の美しさと共に舌鼓を打つ事しきり。

ビアンコ・カッラーラ大理石の工場に囲まれたCCN造船所では、アーネソン製サーフェスドライブ装着
の86スポーティング・フライングブリッジ艇と、カメワ製ウォータージェットドライブ装着の92フィ
ート、シャフト艇137フィートのスチール製ロングレンジ艇等が建造中だった。
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